
歯周病に対する標準治療が普及し、高齢患者の中で残存歯が増加しています。さらに日本は、人口の3割近くが65

歳以上という超高齢社会を迎えようとしています。つまり世の中には残存歯がそれなりにある高齢者が増加し、

その人々の治療ニーズが増加しているとも言えます。中等度以上の歯周病に罹患した患者は、臼歯部に何本かの

欠損を持ち、側方歯群の近心傾斜や下顎前歯の叢生と挺出、上顎前歯のフレアリング(PTMの3分野)などを起こし

ているケースに頻繁に遭遇します。

このような患者に対してインプラントを含めた何らかの欠損補綴を適用するには、矯正的なアプローチなくして

はむしろ困難性が上がります。このような矯正は、適切な診断さえ理解ができれば、決して高いスキルが必要と

いうわけではなく、GPが行う矯正の第一選択肢になると思われます。

今回は、典型的なPTMケースに対して、矯正(LOT)を含めて最終補綴までの診断と治療体系について症例を交えな

がら詳細を解説したいと思います。

〈動かせる歯牙模型を使用した埋入実習／日常臨床の幅が広がる部分矯正の情報が満載!!〉

※弊社はお客様からご提供いただきましたお名前・ご住所・お勤め先・お電話番号・メールアドレス等の個人情報は、今後の弊社で開催するセミナー及び研修会のご案内、並びに製品情報のご提供のために利用し、管理いたします。

https://seminar.shofu.co.jp/

■ 配信日

２０２１年  ６月２４日（木）　１３：００～１５：００

■ 受講料

： １１，０００円 (消費税込)

■ お申込・お問合せ先 株式会社 松風 矯正課 松風矯正セミナー係

Tel.03-3832-1824

■ お申込み

「SHOFU seminar サイト」から

申込〆切　2021年6月17日(木)まで
視聴までのSTEPは裏面をご参照ください。

■ 定　員 １００名

松風歯科クラブ
デンティストサークル会員 ： ５，５００円 (消費税込)

一 般

アンカースクリューを使用した

ＰＴＭ(病的歯牙移動)へのアプローチ

アンカースクリューを使用した

ＰＴＭ(病的歯牙移動)へのアプローチ

松風矯正セミナー

GPのための

セ　ミ　ナ　ー　内　容

・GPがやるべき矯正とやってはいけない矯正

・歯周病残存歯を上手く使うにはLOT(部分矯正)が必要

・LOTの診断と具体的なアプローチ

・最終補綴をどうするか

・インプラントとLOTとの関わり

・PTM症例にアンカースクリューを使ってみる

WEB開催

PTM (病的歯牙移動)を起こした症例

矯 正 治 療 、 最 終 補 綴 後

加治 初彦 先生

九州歯科大学卒

ウェストバージニア大学大学院卒

東京歯科大学矯正科研修課程修了

渋谷区にて加治矯正歯科開業

藤本研修会矯正コースインストラクター

【ご略歴】

講　師



※矯正セミナーは、松風歯科クラブ会員の優待価格の設定はございません。
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